
三．環境教育の推進について 

 

１．学校の課題と環境教育の推進の関係 

（１）諸調査よりみた本校の課題 

① 学校評価より 

昨年度の学校評価より体験活動に関係する項目を下に示す。児童・保護者・教職員ともに、総合的な

学習の時間や行事の充実については高い評価をしている。行事や活動の見直しが言われているが、本校

での体験的な活動は、保護者や地域からも継続を希望されていることから、特色ある活動として今後と

も大切に扱っていきたい。 

 

② 職員による本校児童のとらえ 

  学校評価をもとに、職員会議やグループ会議において本校児童の特徴を次のようにまとめた。 

良 い 点 課 題 
・素直で先生の指示にしたがう児童 

学校のきまりを守り、良い生活態度である 

係活動等に責任を持って取り組む 

・無言清掃ができる 

ほぼ無言で一生懸命床を磨く姿 

・良好な人間関係 

困っている子に手をさしのべることができる 

休み時間に誘い合って遊ぶ姿 

気持ちの良い挨拶 

・積極的な学習を 

発言する児童が決まっている 

発言の声が小さい 

指示されてから動き始める姿 

・物や人にていねいに接したい 

教室でふざけ、戸を乱暴に開け閉めしたりする姿

中庭の植え込みの間で遊び、地面や木を荒らす 

友だち同士で支え合えない時もあり 

 

③ 学習の状況から見た本校児童の様子 

 NRT テストによると本校児童の習得の状況は、5 段階中 4 段階の児童の割合が多く、概ね学習内

容を理解している。中領域を分析すると、6 年「動物の誕生と成長の様子」の領域が知識として整理

されておらず、十分に身についていないことがわかった。そこで、5 年の「動物の活動や植物の生長

と季節」において自然観察の時間を十分に取り、季節と動物の生態を意識させて継続した学習を行っ

たところ成果がみられた。本校は恵まれた自然環境を活かして、自然に触れ、観察することが可能で

ある。その利点を学力の向上に結びつけるためには、体験で終わらせることなく、観察した結果を図

や言葉に表し、互いに伝えあう活動が必要ではないかと考えた。環境についての体験的な学習を学力

の向上に活かす方策については、校内でグループを作り理科を窓口にして研究を進めている。 
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(教職員）本校では、子どもたちが主体的に行事に参加している

(教職員）本校では、総合的な学習の時間や行事の工夫・改善を進めている

(保護者）総合的な学習の時間や学校の行事では、子どもたちの活躍する場面

が多くあり、内容が充実していると思いますか

(児 童）私には、楽しみにしている学校や学年の行事がある

グラフタイトル

十分満足 概ね満足 やや不満 大いに不満 無回答

総合的な学習の時間や行事の充実（学校評価より） 

(児 童）私には、楽しみにしている学校や学年の行事がある 

 

(保護者）総合的な学習の時間や学校の行事では、子どもたちの活躍す

る場面が多くあり、内容が充実していると思う 

(教職員）本校では、総合的な学習の時間や行事の工夫・改善を進めて

いる 

(教職員）本校では、子どもたちが主体的に行事に参加している 

 



（２）本校における環境教育の位置づけ 

 以上の点を考慮し、本校の環境教育の構造を下の図のように考えた。  

 

 

 

本 校 の 外 部 環 境 

本校児童の特性 

・素直で良好な人間

関係 

・消極的な学習態度 

環境について人や自然から学び、体験的な活動を生かした環境教育の推進 

教科（理科） 
・恵まれた自然環境を活かした

体験的な学習の推進 
・観察したことを科学的に図や

言葉に表し伝え合う学習 

総合・生活(りんご・三念沢で

の川探検) 
・自然や人を大切にしようとす

る心の育成 
・体験したことの伝え合い 

地域との学習(ホタル 飯ごう

炊さん) 
・地域や恵まれた自然環境を大

切にしようとする心の育成 
・体験を通しての伝えあい 

豊かな地域資源 

・三念沢の整備  

・恵まれた自然 

・砦山の整備 

社会からの要請 

・学力の伸張  

・体験活動の重視 

・豊かな心の育成 

学 校 目 標 の 具 現 (地域・総合・教科) 


